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⾷品製造業・衛⽣⽤品製造業における
ニューノーマルへの対応

〜⼯場オペレーション変⾰の緊急提⾔〜

⽇本アイ・ビー・エム株式会社
グローバル・ビジネス・サービス事業本部
流通サービス事業消費財⾃動化推進部⻑
⼤⽮幸雄
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Agenda

1. 製造現場が目指すべき「無人化体制」のゴールと道のり

2. 食品・衛生品工場における工場の脆弱性をDX化

3. 食品・衛生品工場における9象限でのCOVID-19対策

4. 工場の「無人化体制」全体像 ~工場スマート・アシスタント~

5. 工場スマート・アシスタントの実現イメージ

6. COVID-19下での工場オペレーション５つの緊急提言

『 Future is now 』
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製造現場が⽬指すべき「無⼈化体制」のゴールと道のり

（短期）業務継続基盤（⼈/業務・設備・システム）の強化テーマ

（中期）⼯場のBCP対応を強化した次世代戦略DXテーマ

１．リスク態勢強化

３．⽣産性の維持・向上

ゴール︓ 「無⼈化体制」に向けた業務耐性・⼯場感染者ゼロオペレーション
• With コロナ環境において、⼯場オペレーションの業務耐性の３つの定義と⼯場-無⼈化へのDXソリューション

の導⼊、とその加速化
• その先のニューノーマル操業を⾒据えた⼈、業務、設備・システム、商品のBCP対応の耐性定義とそのアクショ

ン、結果としてBeforeコロナよりも省⼈化、⽣産性向上の達成

• 業務の⾒える化、現場要員キャパシティと移動区画の適正
保持、BCPプロセス再整理による業務リスクの低減。危機局
⾯における業務耐性の強化

２．省⼈化の加速

• 業務の⾃動化範囲の拡⼤、業務での⼈間系接点の低減、
セルフオペレーションの推進、デジタル業務運営態勢構築によ
る、⼈間系依存/場所依存業務の低減

• 短期的な現場熟練要員の確保と現場オペレーションの標準
化と報告体制のSDCA*強化

• 計画要員・作業要員のAI⾃動化による⽀援機能の充実と

無⼈化の加速

③業務での省⼈化・
⾃動化の徹底

⑤⼯場業務の
機動的な
ワークスタイル

④リスク管理
の定義と強化

①現場オペレー
ションのAI⽀援

によるセルフ化・無⼈化

②DX化投資
の加速とポート
フォリオ

⑥在宅態勢整備
・インフラ・ルール、制度・運⽤ ⑦BCP態勢再整備

*SDCA：Standard・Do・Check・Action
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混乱
（1-4ヶ⽉）

慣れ・状況適応
（5-12ヶ⽉）状

態

企

業

工

場

⾷品・衛⽣品⼯場における⼯場の脆弱性をDX化

第1段階 第2段階 第3段階

・新しい働き⽅（遠隔操作・承認）
・電⼦化/ペーパーレス化
・業務の継続性 担保

・間接業務の在宅勤務
・社員の安全・衛⽣管理
・業務継続性のBCP担保
・ゾーンニングの徹底
(ブルー・イエロー・レッド区域の設定）

・在宅/週X⽇出社勤務
・WEBでの⼯場オペレーション指⽰
・業務の継続性 ダメージ

・在宅勤務
・WEB会議
・業務の継続性 ⼤ダメージ

・間接業務の在宅/週X⽇出社勤務
・社員の安全・衛⽣管理
・業務継続性の担保
・省⼈化/⾃動化計画案作成
・更なるBCP対策案作成

・⼈︓現場業務の新しい働き⽅
・業務︓AI電⼦化/代替運⽤
・設備︓AI⾃動化/軽減保守
・商品/もの︓⼈が触れない⾃動化
・全体︓無⼈化AI監視・VR⼯場

ニューノーマル活動?
(12ヶ⽉-)
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人/
業
務

装
置/
設
備

商
品/
もの

第1段階 第2段階 第3段階

・社員の安全確保
・⼯場勤務者の最少化
・現場作業のソーシャルディ
スタンス化

・社員の安全確認による操業
・⼯場現場勤務者の確保
・現場作業区画/移動区画の制限
（ゾーニングの徹底）

・社員の安全確認のAI監視担保
・⼯場現場勤務者の省⼈化
・⼈の作業のロボット化
・クローンロボットの遠隔操作

・既存
・⼯場ワークエリアの区分化

・DX化の前倒し
・⼯場設備・操作の動画監視化

・無⼈化オペレーションの担保
⾃動化ライン、ロボット化、AI化
計画系ーAI予測
装置ーAI監視、AIによる保全

・⼈の介在最少化
・⼈同⼠の接触の最少化

・DX化の前倒し
・ウイルス汚染の回避

・⼈の⾮接触の担保

⾷品・衛⽣品⼯場における９象限でのCOVID-19対策
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⼯場の「無⼈化体制」全体像 ~⼯場スマート・アシスタント~

ブロックチェーントレース

５G 
VR

⼯場DX化により、

※VR：Visual Recognition
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①-実工場のように、tapを通して、VR工場を回る （5G回線）
②-問題のありそうな区域を発見したら、tapしてその前に
止まる
③-もう一度tapすると、その区域の設備リストが出て、詳しい情報
を見ることができる

VR工場での動き：

想定効果

• 工場の実見回りの削除
• Online・Offlineの融合による設備保守の効率化
• シニア技術者の在宅からの指導
• 現場業務の軽減
• COVID-19感染リスクの低減

Chatbot利用も可能

1

3

④-修理等が必要な場合には、Watsonが過去の修理履歴を確認して適切
なアドバイスをレコメンド（Watsonによる保全アシスタント）

⼯場スマート・アシスタントの実現イメージ － VR＆AI
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⼯場スマート・アシスタントの実現イメージ － AI予測

• 工場オペレーションを“タブレット内”に実現
• AIを用いた予測モデルによる適切な指示
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COVID-19下での⼯場オペレーション５つの緊急提⾔

No テーマ 適⽤に当たって

1 9象限での対応策 （①⼈・業務 ②装置・設備 ③商品・もの） 対応シナリオの準備 （ルール化・予算化）

2 ⼯場無⼈化へのマイルストーン 現場対応型から予知・予測型

3 DX化の前倒し － ⼯場スマート・アシスタント DX化は、⽬的でなく⼿段、賢く使う

4 更なる感染予防対策- ⾮接触型 ⼈の介在の⾒直しとルール化

5 DX化・感染予防からの 働き⽅改⾰・働きがい改⾰ プロセス評価から結果評価
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IBM Can Help
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